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【背景】銀交換ゼオライトは，その焼結体が蛍光を呈することから，レアアースを用いない蛍光

体材料として着目されている．我々は，銀からの発光に基づく放射線検出素子としての銀交換ゼ

オライトの利用を企図し，実際に X線照射による銀交換ゼオライトの蛍光強度の増大を観測した．

一方，ゼオライトに放射性廃棄物を吸着させ，その吸着量を蛍光強度から評価する形態の新デバ

イスの開発が見込まれている．放射性廃棄物吸着に際しては，銀イオンが一部置換されるものと

予想されるが，銀全交換ゼオライト以外での放射線に対する応答の報告はない．そこで本研究で

は，異なる銀の仕込み濃度で作製した銀交換フォージャサイト Y型ゼオライト (FAU-Y) に X線

を照射し，蛍光スペクトルを測定した． 

【実験内容】硝酸銀水溶液中に FAU-Y型 Naゼオライトを加えて 24時間攪拌した後に，遠心分離

及び吸引ろ過を施し銀交換ゼオライトのスラリーを得た．これを 50℃で 24 時間かけて乾燥させ

て銀交換ゼオライトの粉末を得た．また，硝酸銀水溶液

を，Naが銀に全交換される濃度 (FAU-Y_1Ag)，その 1/2

の濃度 (FAU-Y_0.5Ag) 及び 1/10 の濃度(FAU-Y_0.1Ag) 

となるように調製し，銀濃度を異にする銀交換ゼオライ

トを得た．これらを試料として，X線を 0–1 Gyの線量

範囲で照射し，蛍光スペクトルを測定した． 

【結果と考察】Figure 1 に，各試料における 1 Gyの X

線照射前後での蛍光スペクトルを示す．全試料において，

X線照射によって 500–600 nmでの蛍光強度の増大が観

測された．この結果から，銀に全交換されていないゼオ

ライトも X線検出能を有することが示された．Figure 2

に，500–600 nm の蛍光強度の線量依存性を示す．

FAU-Y_1Agでは 0–1 Gyの線量範囲において線量ととも

に 蛍 光 強 度が 増 大し た が ， FAU-Y_0.5Ag 及 び

FAU-Y_0.1Agでは，それぞれ 0.5及び 0.1 Gyより高い線

量側においては線量増大に伴う顕著な蛍光強度増大は

観測されなかった．この結果から，銀の仕込み濃度に依

って測定可能な線量範囲が異なることが示された． 

 

 

Fig. 1 Emission spectra  

(Excitation wavelength: 310 nm) 

 

Fig. 2 Dose dependence of  

emission intensity at 500–600 nm 
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